




































平成 27年 3月    











1977年—1979年 国土庁計画  調整局調整課　主査
1979年—1981年 建設省建築研究所　課長補佐
1981年—1996年 建設省建築研究所　研究員、主任研究員、研究室長
1996年—2006年 東北大学大学院工学研究科都市  建築学専攻　助教授



























2015 東北の予感 ニュータウンの再生（出演  執筆　新聞　朝日新聞） 2007年3月
仙台  ニュータウン高齢化（出演  執筆　新聞　河北新報） 2009年2月
仙台市 4団地アンケート（出演  執筆　新聞　河北新報） 2009年12月
私に言わせて　 13　知事選（出演  執筆　新聞　読売新聞） 2013年10月
学外の社会活動
第 25回マンション管理セミナー (マンション長寿化セミナー)（講演会 セミナー） 2010年11月－2010年11月
東北大学サテライトキャンパス（公開講座） 2011年7月 －2011年7月











都市再生機構（その他）　平成 15年住宅需要実態調査都市機構特別分析　委員 2005年3月 —2005年8月

























国土交通省（国）　平成 25年住生活総合調査に関する検討会　座長 2011年9月 —2012年3月
宮城県（地方公共団体）　建築審査会　建築審査会会長 2011年9月 —現在






























(1990年1月24日 –- 1990年1月24日) 口頭（一般）
人口減少下における都市構造に関する研究 [都市ライフサイクルマネジメントシンポジウム]
(2005年11月26日 –- 2005年11月26日, 東京) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
0 – 2 地域  都市再生研究部門
石坂　公一
人口減少時代の住宅市場 [都市住宅学会ワークショップ]
(2005年11月27日 –- 2005年11月27日, つくば市) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
研究懇談会 住宅地マネジメントの課題と展望 [2009年度日本建築学会 (東北)]
(2009年8月26日 –- 2009年8月29日, 仙台) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
東北都市計画への提言 [日本都市計画学会]
(2009年11月14日 –- 2009年11月15日, 長岡市) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
震災と住宅 [日本都市計画学会東北支部震災報告会]
(2011年5月7日 –- 2011年5月7日, 仙台) 口頭（一般）
震災と住宅—被災地からの復興の視点—[日本経済研究センター「地域から考える成長戦略」研究会]
(2011年7月15日 –- 2011年7月15日) 口頭（招待 特別）
メインシンポジウム「東日本大震災からの復旧  復興を展望する」[都市住宅学会大会（名古屋）]
(2011年12月9日 –- 2011年12月10日, 名古屋) 口頭（一般）
東日本大震災の仮設住宅地の課題を検証するー岩手  宮城  福島の事例を通して [都市住宅学会大会（名
古屋）]
(2011年12月9日 –- 2011年12月10日, 名古屋) 口頭（一般）
縮小時代を迎えたニュータウンの展望 [都市住宅学会大会（名古屋）]
(2011年12月9日 –- 2011年12月10日, 名古屋) 口頭（一般）
東日本大震災一年半  初動期の住宅対策と住宅復興に向けた課題「被災地における居住計画上の課題ー宮
城県を対象としてー [日本建築学会大会（東海）建築社会システム部門研究協議会]
(2012年9月13日 –- 2012年9月13日, 名古屋) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
被災マンションの復興に向けて何が課題か [日本マンション学会神戸大会第３分科会]
(2013年4月27日 –- 2013年4月28日, 神戸市) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
被災地の居住復興の展望と課題 [都市住宅学会東日本大震災復興住政策特別研究委員会]
(2013年5月24日 –- 2013年5月24日, 東京) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
マンション再生の可能性と限界ー建築社会システムはどう再編すべきか？ —[日本建築学会大会（北海道）
建築社会システム部門研究協議会]
(2013年8月30日 –- 2013年9月1日, 札幌) 口頭（一般）
メインシンポジウム「東日本大震災復興住宅政策の課題と提言」[都市住宅学会大会第２１回学術講演会]
(2013年11月29日 –- 2013年12月1日, 仙台) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
ワークショップ「東日本大震災の災害公営住宅計画の課題を検証する—岩手  宮城  福島を中心に—」[都
市住宅学会大会第２１回学術講演会]
(2013年11月29日 –- 2013年12月1日, 仙台) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
「震災復興の支援に関するタスクフォース」活動報告 [日本建築学会　東日本大震災３周年シンポジウム]
(2014年3月11日 –- 2014年3月12日, 東京) 口頭（招待 特別）
住宅セーフティネットの再構築を考える [日本建築学会大会（近畿）建築社会システム部門研究協議会]
(2014年9月12日 –- 2014年9月14日, 神戸) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
国内会議　主催・運営
都市住宅学会大会第２１回学術講演会
(2013年11月29日 –- 2013年12月1日, 仙台) ［主催］実行委員長
2014年日本マンション学会学術大会





基盤研究 (C) 1998年4月 －2000年3月
[高齢化  少子化に対応した居住計画の策定に関する研究]
基盤研究 (C) 2010年4月 －2013年3月
[高齢化に対応した地域居住資源マネジメントシステムの開発]











2) 地域と住宅（執筆担当部分）第 8章 首都圏市街化区域における宅地化の動向. [勁草書房, (1994)7月]
玉置伸吾,石坂公一,他 21名
3) 暮らし  住まい「家族のライフサイクルと住まい」（執筆担当部分）首都圏におけるライフステージ別の居住
状況の変遷. [日本統計協会, (2002)3月]
大江守之,園田眞理子,石坂公一
4) 持続可能な都市住宅地を実現する建築社会システムのありかた（執筆担当部分）第３章　 110s 113 ページ.
[日本建築学会, (2012)3月]
森本信明他
5) 今を生きる　５　自然と科学（執筆担当部分）第 17章　被災地復興における居住計画上の課題　 283s 296.
[東北大学出版会, (2013)2月]
石坂公一他
6) 都市の空閑地空家を考える（執筆担当部分）空き家の現状と課題　 125～138. [株式会社プログレス, (2014)9月
]
石坂公一  富永麻倫 他
研究論文
1) 基本的宅地市場モデルの解の挙動に関する研究. [日本都市計画学会学術研究発表論文集, (17), (1982), 115-120]
石坂公一




学会学術研究発表論文集, (19), (1984), 301-306]
竹林寛， 石坂公一




論文報告集, (351), (1985), 48-56]
石坂公一， 松本光平
6) 大都市圏の持家市場における住居費負担の統計分析. [日本建築学会計画系論文報告集, (363), (1986), 82-93]
石坂公一， 松本光平
7) 首都圏における住宅敷地関連指標の予測手法. [日本建築学会計画系論文報告集, (375), (1987), 114-125]
石坂公一
8) 住宅地需要の予測手法に関する研究. [建設省建築研究所建築研究報告, (113), (1987), 1-173]
石坂公一
9) 公営住宅ストックの地域特性. [ハウジング研究報告集, 5, (1989), 39-48]
石坂公一
0 – 4 地域  都市再生研究部門
石坂　公一
10) 家賃から見た民営借家市場の地域特性. [建設省建築研究所建築研究報告, (125), (1990), 1-175]
石坂公一
11) 土地利用遷移行列の分析手法に関する考察-首都圏市街化区域における住居系用途を中心とした土地利用変化
動向の分析その１-. [日本建築学会計画系論文報告集, (436), (1992), 59-69]
石坂公一
12) 首都圏における距離帯別の土地利用変化動向-首都圏市街化区域における住居系用途を中心とした土地利用変
化動向の分析その２-. [日本建築学会計画系論文報告集, (442), (1992), 97-106]
石坂公一
13) 住居系用途地域の土地利用変化動向. [ハウジング研究報告集, 10, (1994), 49-56]
石坂公一
14) 土地利用変化の方向と地域特性との関連分析-首都圏市街化区域における住居系用途を中心とした土地利用変
化動向の分析その３-. [日本建築学会計画系論文集, (459), (1994), 79-88]
石坂公一
15) An interpolating model for land-price data with transportation costs and urban activities. [Environment and
Planning B: Planning and Design, (21), (1994), 53-65]
Y Aoki,T Osaragi and K Ishizaka
16) 兵庫県南部地震の被災地域における復興都市計画支援情報システムの検討. [ＧＩＳ—理論と応用, 3 (2),
(1995), 1-8]
寺木　彰浩，岩田　司，糸井川　栄一，脇山　芳和，石坂　公一，長島　雅則，白尾　克伸，小原　保子
17) 定住人口  土地利用の変動傾向と住宅供給が定住人口に与える影響-1980年代の東京都心６区を対象にして-.
[日本都市計画学会学術研究論文集, (31), (1996), 469-474]
李　明勲，石坂公一，大村謙二郎
18) 昭和 59-63年の間の居住地移動からみた首都圏の圏域構造-大都市圏における居住地移動に関する研究 その
１-. [日本建築学会計画系論文集, (493), (1997), 215-222]
長谷川　洋, 石坂公一
19) ジャカルタ大都市圏における賃貸住宅事情の統計分析. [日本建築学会計画系論文集, (497), (1997), 179-186]
石坂　公一,長谷川　洋,横堀　肇
20) 指定容積率の充足率と基盤条件の関係に関する研究. [1997年度第 32回日本都市計画学会学術研究論文集, 32,
(1997), 499-504]
李 明勲,大村謙二郎,石坂公一,糸井川栄一
21) 首都圏における世帯型別の住宅型構成比の時系列変化. [日本建築学会計画系論文集, (502), (1997), 195-202]
石坂公一,近江 隆,守谷謙一
22) インドネシアにおける都市居住政策の経緯と動向. [都市計画 215, 47 (4), (1998), 93-99]
横堀 肇,石坂公一,長谷川 洋
23) マンションにおける犯罪不安感と空間構成. [マンション学, (6), (1998), 45-54]
安達幸信,近江 隆,石坂公一
24) 地方中核都市における生活構造から見た地区選択に関わる意識. [日本建築学会計画系論文集, (508), (1998),
153-159]
守谷謙一,近江 隆,石坂公一
25) インドネシア地方都市における賃貸住宅事情の地域差. [日本建築学会計画系論文集, (508), (1998), 177-184]
長谷川 洋,石坂公一,横堀 肇
都市再生計画技術分野 0 – 5
石坂　公一
26) 首都圏における圏内移転市場構造の時系列変化-大都市圏の居住地移動に関する研究 その２. [日本建築学会
計画系論文集, (521), (1999), 245-252]
石坂公一,長谷川洋
27) 機会犯罪の成立に関連する都市空間特性に関する研究―放火犯罪を対象にして―. [第３４回日本都市計画学
会学術研究論文集, (34), (1999), 721-726]
伊藤　篤, 近江　隆, 石坂　公一
28) オフィス  商業系建物を想定した最適維持管理計画の探索手法-遺伝的アルゴリズムの LCCへの適用-. [日本
建築学会第 22回情報システム利用技術シンポジウム, 22, (1999), 145-150]
守谷謙一,石坂公一,近江隆
29) ミースのファンズワース邸の平面に潜むダイナミックシンメトリー. [日本建築学会計画系論文集, (535),
(2000), 297-302]
加治　大輔,近江　隆,石坂　公一
30) 少子化現象と住宅事情. [人口問題研究, 56 (1), (2000), 8-37]
浅見泰司,石坂公一,大江守之,小山康代,瀬川祥子,松本真澄
31) 出生率と居住状況との関連分析. [日本建築学会計画系論文集, 533, (2000), 157-164]
石坂公一,秦中伏
32) 東京都心 6区における建物延床面積の経年変化に関する研究-1980年代以後の延床面積および容積率変化を中
心として-. [日本建築学会計画系論文集, 535, (2000), 197-202]
李明勲,石坂公一,大村謙二郎,糸井川栄一
33) AHPによる重要度評価を用いた部材選定方法及び修繕計画策定手法に関する研究. [日本建築学会計画系論文
集, 535, (2000), 215-222]
守谷謙一,近江隆,石坂公一
34) ミース  ファン  デル  ローエ「煉瓦造田園住宅案」に関する極分割法を用いた分析. [日本建築学会計画系
論文集, 544, (2001), 209-316]
加治　大輔,近江　隆,石坂　公一
35) 既存住宅ストックの有効活用による居住状況改善の可能性. [日本建築学会計画系論文集, 551, (2002), 267-273]
石坂公一,金澤雅樹,近江隆
36) Decision support system using metagame analysis for conﬂict in building construction. [日本建築学会計画系
論文集, 554, (2002), 251-258]
Zhongfu Qin,Takashi Kaneta,Shuzo Frusaka,Takashi Omi,Koichi Ishizaka
37) 都市開発をめぐるコンフリクト問題のメタゲーム分析. [日本建築学会計画系論文集, 555, (2002), 247-254]
秦中伏,金多隆,古阪秀三,石坂公一,近江隆
38) ミース  ファン  デル  ローエのフッベ邸とジェイ  ハンビッジの正方形分割. [日本建築学会計画系論文集,
555, (2002), 339-346]
加治大輔,近江隆,石坂公一
39) 等価交換方式に代わる再開発手法に関する研究-つくば方式をモデルとして-. [日本建築学会技術報告集, 15,
(2002), 253-256]
福見恒,近江隆,石坂公一
40) 建物の長期修繕計画の基本モデルに関する一考察. [日本建築学会計画系論文集, 561, (2002), 225-231]
菊地文人,石坂公一,近江隆
41) 既存住宅ストック活用型の居住水準改善システムの提案と可能性の検討-東京 23区の高齢者所有住宅を対象
として-. [日本建築学会計画系論文集, 569, (2003), 169-176]
石坂公一,番水紀之,近江隆
0 – 6 地域  都市再生研究部門
石坂　公一
42) A study on the New Urbanism: Learning from Japanese urban conditions and its issuues. [Proceedings
International symposium on city planning 2003, (2003), 1-5]
Muhammad Sani Roychansyah,Takashi Omi,Koichi Ishizaka
43) 首都圏における既存住宅ストックの流動特性. [日本建築学会計画系論文集, 575, (2004), 125-132]
石坂公一,金澤雅樹,近江隆
44) 築 30年マンションの所有者変動と資産価値に関する一考察-仙台市の築 30年マンション事例を対象として-.
[マンション学, 15 (1), (2004), 172-182]
真木芳美,近江隆,石坂公一
45) Attributes of city compactness and Thier tendencies in Japanese city context. [proceedings 5th international
symposium on architectural interchanges in Asia, (2004), 337-342]
Muhammad Sani Roychansyah,Koichi Ishizaka,Takashi omi
46) メタゲーム構成要素の定式化の方法について. [第 20回建築生産シンポジウム論文集, (2004), 353-360]
秦中伏,近江隆,石坂公一,古阪秀三,金多隆
47) ダイナミックシンメトリー理論における論理について. [日本建築学会計画系論文集, 583, (2004), 179-186]
加治大輔,近江隆,石坂公一
48) City compactness tendencies and gentriﬁcation eﬀect in Japanese cities context. [Proceedings international
symposium on city planning 2004, (2004), 375-384]
Muhammad Sani Roychansyah,Koichi Ishizaka,Takashi Omi
49) 地域における在宅介護サービス供給に関する基礎的研究. [日本建築学会計画系論文集, (585), (2004), 95-101]
泉恵太,石坂公一,近江隆
50) 地方中核都市の郊外戸建住宅地における空家 空宅地発生予測に関する研究. [日本建築学会技術報告集, (20),
(2004), 325-330]
竹島博子,近江隆,石坂公一
51) 居住地移動推移行列の特性変化把握手法に関する考察. [日本建築学会計画系論文集, (594), (2005), 125-132]
石坂公一
52) 所有者変動からみた築 30年マンションの地域性に関する一考察-札幌市における特性の仙台市との比較-. [マ
ンション学, (22), (2005), 103-112]
真木芳美、近江隆、石坂公一
53) A Study of the Indicators for City Compactness Measurement. [日本建築学会計画系論文集, (595), (2005),
107-115]
Muhammad Sani Roychansyah,Koichi Ishizaka,Takashi Omi
54) Considerations of Regional Characteristics for Delivering City Compactness: Case of Studies of Cities in the
Greater Tokyo Area and Tohoku Region,Japan. [Journal of Asian Architecture and Building Engineering, 4
(2), (2005), 339-346]
Muhammad Sani Roychansyah,Koichi Ishizaka,Takashi Omi
55) ひったくりを対象とした犯罪空間の考察. [日本建築学会技術報告集, (23), (2006), 405-408]
中村友樹、石坂公一、近江隆、加治大輔
56) Identiﬁcation of Regions and Cities in Delivering Compact City Strategy-Examination of Compactness
Attributes in Japan and England-. [International Symposium on Urban Planning, (2006), 305-314]
Muhammad Sani Roychansyah,Koichi Ishizaka,Takashi Omi
57) 地方中核都市における戸建中古住宅の流通特性—既存住宅ストックの有効活用の基礎として—. [住宅系研究
論文報告回論文集, 1, (2006), 257-264]
大橋佳子、石坂公一、近江隆
都市再生計画技術分野 0 – 7
石坂　公一
58) コインパーキングの立地条件に関する研究. [日本建築学会技術報告集, 13 (25), (2007), 251-254]
小地沢将之、近江隆、石坂公一
59) マンションの経年にともなう居住者属性の変化—既存マンションストックの有効活用方策立案の基礎として—.
[日本建築学会計画系論文集, (621), (2007), 115-121]
宮城愛、石坂公一、杉山さやか
60) 高齢期居住の社会的コストに関する研究. [住宅系研究報告会論文集 2, 2, (2007), 73-80]
高嶋みちの、野崎雅哉、小地沢将之、石坂公一
61) 地域力の指標化に関する研究. [住宅系研究報告会論文集 2, ２, (2007), 109-116]
黒岩宏、小地沢将之、石坂公一
62) 都市資産マネジメント主体としての事業協働組合の再評価. [日本建築学会計画系論文集, 73 (624), (2008),
379-384]
小地沢将之、石坂公一
63) ネットワーク居住における世帯属性別の交流特性. [日本建築学会計画系論文集, 73 (624), (2008), 401-406]
赤城美苗、石坂公一、武内麻子
64) 市民参加型地域資源マネジメントの成立条件—はざまがわ農村サポートセンターの事例より—. [日本建築学
会計画系論文集, 73 (629), (2008), 1493-1498]
小地沢将之、石坂公一
65) 地方中核都市における高齢者の徒歩アクセシビリティ特性からみた住宅地の評価. [日本建築学会計画系論文
集, 74 (635), (2009), 129-136]
原拓也,石坂公一,大橋佳子
66) コンパクトシティ政策の実証分析. [日本建築学会計画系論文集, 74 (635), (2009), 177-183]
大橋佳子,石坂公一
67) 都市における居住型ゲストハウスの特性. [日本建築学会計画系論文集, 74 (636), (2009), 423-429]
中村友樹,石坂公一,大橋佳子
68) ヘドニックアプローチによる公益施設の評価手法に関する研究. [日本建築学会技術報告集, 15 (29), (2009),
271-274]
唐鎌新,石坂公一
69) 命名権ビジネスからみる都市の潜在資源量. [日本建築学会技術報告集, 15 (29), (2009), 305-308]
昆慎一,石坂公一
70) タバコのポイ捨てポテンシャルの分布構造-仙台市中心部のアーケード街を対象として-. [日本建築学会技術
報告集, 15 (29), (2009), 257-260]
高橋祐平,石坂公一,小地沢将之
71) 住宅地マネジメントにおける行政の役割-人口  世帯減少時代の社会システム-. [2009年度日本建築学会 (東
北)研究懇談会資料, (2009)]
石坂公一
72) 既存団地ストックを活用した高齢者居住施設供給システムの可能性. [住宅系研究報告会論文集４,４, (2009),
337-344]
唐鎌新、菅原裕貴、石坂公一
73) 地区特性と地域運営手法との関連性—仙台市の２地区を事例として—. [日本建築学会計画系論文集, 75 (655),
(2010), 2197-2202]
高嶋みちの、小地沢将之、石坂公一
0 – 8 地域  都市再生研究部門
石坂　公一
74) 待機児童解消における保育所分園の可能性—仙台市におけるケーススタディ—. [日本建築学会計画系論文集,
75 (656), (2010), 2371-2379]
高橋祐平、石坂公一
75) 地域介護力の指標化—地域介護力向上のための基礎として—. [日本建築学会計画系論文集, 75 (656), (2010),
2431-2440]
黒岩宏、石坂公一
76) 郊外住宅団地における社会関係資本としての高齢者の交流活動の意向. [住宅系研究報告会論文集 5, 5, (2010),
34-40]
吉村東、志田正男、石坂公一




てー. [住宅系研究報告会論文集６, (6), (2011), 99-104]
内海康也、石坂公一、大橋佳子







６, (6), (2011), 161-168]
大橋佳子、石坂公一、内海康也






料東日本大震災一年半  初動期の住宅対策と住宅復興に向けた課題, (2012), 31-36]
石坂公一
85) Change of communication activities in suburban area, between normal time and after disaster - The case of
detached housing area, Tsurugaya residential district in sendai city -. [Abstract of the 8th APRU Research
Symposium, 8 (8), (2012), 112-113]
Azuma Yoshimura, Koichi Ishizaka
86) Analysis of Residential Property in East Japan Earthquake Disaster Area - About Municipalities in Miyagi
Pref. Damaged by Tsunami -. [Abstract of the 8th APRU Research Symposium, 8 (8), (2012), 126-127]
UTSUMI,Koya,ISHIZAKA,Koichi
87) The Characteristic of Apartment Damage by Earthquake Disaster. [Abstract of the 8th APRU Research
Symposium, 8 (8), (2012), 128-129]
Haruka NARUMI,Kouichi Ishizaka
88) 東日本大震災時において住宅地の集会所が果たした役割ー宮城県塩釜市の場合ー. [日本建築学会技術報告集,
18 (40), (2012), 1121-1124]




集, 77 (680), (2012), 2431-2437]
石坂公一、大橋佳子、内海康也
90) 人口動向から見た首都圏区市町村の持続可能性. [住宅系研究報告会論文集７, 7 (7), (2012), 193-200]
金ボラム、菊池由香、石坂公一
91) 仙台市における東日本大震災被災マンションの特性ー社会  経済的側面に着目してー. [住宅系研究報告会論
文集７, 7 (7), (2012), 241-248]
鳴海はるか、石坂公一
92) 東日本大震災が高齢者の交流活動に与えた意識特性　—感情面に焦点を当ててー. [住宅系研究報告会論文集
７, 7 (7), (2012), 249-256]
吉村　東、石坂公一
93) 持続可能性の観点から見た地域の人口動態の分析ー宮城県の区市町村を対象としてー. [日本建築学会計画系
論文集, 77 (681), (2012), 2595-2602]
石坂公一、菊池由香、内海康也
94) 郊外住宅団地における高齢者の交流活動の特性ー仙台市の戸建て住宅団地を対象としてー. [日本建築学会計
画系論文集, 77 (681), (2012), 2603-2610]
吉村　東、石坂公一









築学会技術報告集, 19 (43), (2013), 1043-1048]
芳賀沼整、早川真介、石坂公一、浦部智義
99) ログハウス型仮設住宅の特性と可能性に関する研究—東日本大震災後の福島県内の木造仮設住宅を対象とし
た考察—. [日本建築学会計画系論文集, 79 (696), (2014), 355-364]
芳賀沼整、石坂公一、浦部智義
100) 住宅資源量の評価手法. [日本建築学会計画系論文集, 79 (697), (2014), 763-771]
内海康也、石坂公一
101) 線量別の居住特性からみた居住復興の方向性. [東日本大震災３周年シンポジウム, (2014), 129-134]
石坂公一、内海康也
102) 被災地の居住復興の展望と課題. [都市住宅学, (86), (2014), 8-11]
石坂公一
103) 小地域データから見る居住復興の課題. [消防科学と情報, (117), (2014), 19-22]
石坂公一
104) Regional Peculiarities and the Changing Trends of Population Dynamics in the Tokyo Metropolitan Area.
[Journal of Asian Architecture and Building Engineering, 13 (3), (2014), 579-584]
0 – 10 地域  都市再生研究部門
石坂　公一
Boram Kim, Yuka Kikuchi, Koichi Ishizaka
総説・解説記事
1) 居住状況の改善行動の動向. [日本住宅協会住宅, 33 (10), (1984), 34-39]
石坂公一
2) 住宅地需要の予測手法. [建築研究振興協会あらか, (4), (1986), 83-99]
石坂公一
3) インドネシアにおける郊外開発. [日本住宅協会住宅, 37 (10), (1988), 44-51]
石坂公一
4) 首都圏市街化区域における宅地化動向. [建築研究振興協会あらか, (9), (1991), 13-26]
石坂公一
5) 住宅需要推計. [日本建築学会建築雑誌, 111 (1388), (1996), 56-57]
石坂公一
6) 「ストック」の時代. [(社)日本住宅協会マンスリーハウジングレポート, 15, (1996), 1-2]
石坂公一
7) 都市のライフサイクルマネージメントを考える. [セメント  コンクリート, (665), (2002), 1-6]
石坂公一
8) 住宅  宅地の需要予測と住宅統計. [(社)日本住宅協会住宅, 53 (10), (2004), 18-23]
石坂公一
9) ニュータウンの「明日」. [東北経済活性化センター IVICT 情報, 83, (2008), 6-7]
石坂公一
10) 都市居住をめぐる課題. [東北大学まなびの杜, (48), (2009)]
石坂公一
11) 人口減少時代における地方都市のまちづくり. [(社)全日本土地区画整理士会区画整理士会報, (139), (2009),
20-24]
石坂公一
12) 住宅  土地統計調査に望まれること—国勢調査と住宅  土地統計調査の相互補完的利用に向けて—. [日本統
計協会統計, 64 (7), (2013), 20-26]
石坂公一
13) 被災地の居住復興と都市住宅学. [公益社団法人都市住宅学会都市住宅学会 20周年記念誌, (2013), 10-11]
石坂公一
14) 空き家の現状と課題—マクロデータとケーススタディを通じて見えてきたもの—. [プログレス Evaluation,
52, (2014), 7-13]
石坂公一,富永麻倫
都市再生計画技術分野 0 – 11
